
号

令和 4 年 10 月 5 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○

福大病庶

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

福岡大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

126

厚生労働大臣 開設者名 学校法人福岡大学
　理事長　貫　　正　義

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和　3年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒814-0180　福岡市城南区七隈八丁目１９番１号

学校法人　福岡大学

福岡大学病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

〒814-0180  福岡市城南区七隈七丁目４５番１号

電話（092)801－1011

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

腎臓内科、血液内科、内分泌内科、感染症内科は内科として標榜している

４腎臓内科

５神経内科

（様式第10）



（注）

（2）外科

○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

形成外科

美容外科 こう門科 リハビリテーション科 病理診断科

脳神経内科 呼吸器科 消化器科 循環器科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

消化器外科、乳腺外科、心臓外科、血管外科、内分泌外科は外科として標榜している。

標榜している診療科名について記入すること。

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

523 61 530.5 63 0

15 5 15.3 22 74

78 4 80 8 0

0 0 0 5 0

58 0 58 0 0

887 21 902.5 17 6

0 0 0 0 43

3 2 4.8 1 184

11 6 16.6 51 32

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 元 年 12 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

60

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

855 915

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 16

合計

8

8

10

13

21

14

13

229

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

43

41

9

20

6

7

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　岩　﨑　昭　憲　　） 任命年月日

2018.9.17　医療安全管理者認定証（認定番号180917183）
2021.12.4　医療安全管理者認定証（認定番号 第18495号）

歯科等以外 歯科等 合計

652.8１日当たり平均入院患者数 648.3 4.5



人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

10 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

307.8 ㎡ （主な設備）

109.9 ㎡ （主な設備）

204.23 ㎡ （主な設備）

132.8 ㎡ （主な設備）

5449.2 ㎡ （主な設備）

372.9 ㎡ 室数 室 人

2,246.16 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

1,347.50

1145.6

146

4

22

372

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1,296.2 51.3

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
358.49

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

床面積
無菌病室等

台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

生化学自動分析、全自動化学発光免疫測定装置

自動血液培養・抗酸菌培養装置、嫌気チャンバー、細胞同定・感受性検査装置

床面積

共用する室名

13

収容定員

蔵書数

400

260,000

病床数 112.8

6

算出
根拠

電動ミクロトーム、自動包理脱水装置、凍結切片作成機クリオスタット、自動染色装置、遺伝子解析

解剖台、カラー臓器撮影装置、骨切装置

超小型カラーテレビ　他

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 85.7 逆紹介率 65.5

2

16436

13813

1624

21073

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

16.8



○ 無

無

無

有

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

福岡大学病院ホームページに掲載

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

院内監査委員 1

利害
関係

委員の要件
該当状況

古賀　和徳 産業医科大学病院
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

林　覚竜 南蔵院
医療を受ける者その他
の医療従事者以外の者

2

深川　直美 産業医科大学病院
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

中村　圭佑 産業医科大学病院
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

坪井　義夫 福岡大学病院



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0人

1

0

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

難治性高コレステロール血症に随伴して重度尿蛋白を呈する糖尿病性腎症に対するLDLアフェレシス療法

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

1

2

1

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与の併用療法　成人T細胞白血病リンパ腫（症候を有す
るくすぶり型又予後不良因子を有さない慢性型のものに限る。）

全身性エリテマトーデスに対する初回副腎皮質ホルモン治療におけるクロピドグレル硫酸塩、 ピタバスタチ
ンカルシウム及びトコフェロール酢酸エステル併用投与の大腿骨頭壊死発症抑制療法

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 4 61 下垂体前葉機能低下症 72
2 筋萎縮性側索硬化症 12 62 先天性副腎皮質酵素欠損症 6
3 脊髄性筋萎縮症 2 63 サルコイドーシス 39
4 原発性側索硬化症 1 64 特発性間質性肺炎 75
5 進行性核上性麻痺 16 65 肺動脈性肺高血圧症 12
6 パーキンソン病 383 66 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 6
7 大脳皮質基底核変性症 9 67 リンパ脈管筋腫症 13
8 ハンチントン病 1 68 網膜色素変性症 15
9 神経有棘赤血球症 1 69 特発性門脈圧亢進症 2
10 シャルコー・マリー・トゥース病 2 70 原発性胆汁性肝硬変 51
11 重症筋無力症 86 71 原発性硬化性胆管炎 4
12 多発性硬化症／視神経脊髄炎 58 72 自己免疫性肝炎 15

13
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
13 73 クローン病 187

14 封入体筋炎 1 74 潰瘍性大腸炎 254
15 多系統萎縮症 28 75 好酸球性消化管疾患 3
16 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 41 76 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
17 ライソゾーム病 18 77 若年性特発性関節炎 1
18 副腎白質ジストロフィー 1 78 非典型溶血性尿毒症症候群 1
19 ミトコンドリア病 2 79 筋ジストロフィー 10
20 もやもや病 46 80 脊髄空洞症 3
21 HTLV-1関連脊髄症 16 81 アイザックス症候群 2
22 全身性アミロイドーシス 16 82 脳表ヘモジデリン沈着症 1
23 遠位型ミオパチー 1 83 ペリー症候群 1
24 神経線維腫症 34 84 前頭側頭葉変性症 8
25 天疱瘡 8 85 先天性無痛無汗症 1
26 膿疱性乾癬（汎発型） 17 86 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1
27 高安動脈炎 11 87 レノックス・ガストー症候群 2
28 巨細胞性動脈炎 1 88 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 1
29 結節性多発動脈炎 5 89 結節性硬化症 3
30 顕微鏡的多発血管炎 15 90 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 8
31 多発血管炎性肉芽腫症 3 91 特発性後天性全身性無汗症 2
32 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 14 92 マルファン症候群 4
33 悪性関節リウマチ 4 93 ウィルソン病 5
34 バージャー病 5 94 多脾症候群 1
35 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 95 急速進行性糸球体腎炎 1
36 全身性エリテマトーデス 112 96 一次性ネフローゼ症候群 21
37 皮膚筋炎／多発性筋炎 46 97 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1
38 全身性強皮症 36 98 紫斑病性腎炎 4
39 混合性結合組織病 16 99 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1
40 シェーグレン症候群 10 100 オスラー病 1
41 成人スチル病 10 101 閉塞性細気管支炎 2
42 再発性多発軟骨炎 3 102 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1
43 ベーチェット病 37 103 α1－アンチトリプシン欠乏症 2
44 特発性拡張型心筋症 28 104 偽性副甲状腺機能低下症 1
45 肥大型心筋症 6 105 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1
46 再生不良性貧血 10 106 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 5
47 自己免疫性溶血性貧血 2 107 プロピオン酸血症 1
48 特発性血小板減少性紫斑病 31 108 尿素サイクル異常症 1
49 原発性免疫不全症候群 1 109 脂肪萎縮症 1
50 IgＡ 腎症 42 110 家族性地中海熱 1
51 多発性嚢胞腎 21 111 強直性脊椎炎 2
52 黄色靱帯骨化症 6 112 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 1
53 後縦靱帯骨化症 47 113 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2
54 広範脊柱管狭窄症 6 114 後天性赤芽球癆 2
55 特発性大腿骨頭壊死症 51 115 嚢胞性線維症 1
56 下垂体性ADH分泌異常症 10 116 ＩｇＧ４関連疾患 1
57 下垂体性PRL分泌亢進症 6 117 レーベル遺伝性視神経症 1
58 クッシング病 1 118 遅発性内リンパ水腫 1
59 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 4 119 好酸球性副鼻腔炎 6
60 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 14 120 進行性ミオクローヌスてんかん 2

121 特発性多中心性キャッスルマン病 3

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。 疾患数 121
合計患者数（人） 2,309

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

情報通信機器を用いた診療 ハイリスク妊娠管理加算

特定機能病院入院基本料（一般病棟7対1 入院基本料）（入院
栄養管理体制加算）

ハイリスク分娩管理加算

特定機能病院入院基本料（精神病棟13対1 入院基本料） 総合評価加算

臨床研修病院入院診療加算 術後疼痛管理チーム加算

救急医療管理加算 後発医薬品使用体制加算１

超急性期脳卒中加算 病棟薬剤業務実施加算1

妊産婦緊急搬送入院加算 病棟薬剤業務実施加算2

診療録管理体制加算1 データ提出加算2

医師事務作業補助体制加算2（20対1）
入退院支援加算1、3（地域連携診療計画加算、入院時支援加
算、総合機能評価加算）

急性期看護補助体制加算（25対1(5割以上)）
（夜間100対1急性期看護補助体制加算）

認知症ケア加算1

看護職員夜間12対1配置加算1 せん妄ハイリスク患者ケア加算

看護補助加算2（50対1） 精神科疾患診療体制加算

療養環境加算 精神科急性期医師配置加算

重症者等療養環境特別加算 排尿自立支援加算

無菌治療室管理加算2 地域医療体制確保加算

緩和ケア診療加算
救命救急入院料1【救命救急センターBユニット】（救急体制
充実加算2、小児加算）

精神科身体合併症管理加算
救命救急入院料4【救命救急センターAユニット】
（救急体制充実加算2、小児加算,算定上限日数に関する基
準、早期栄養介入管理加算）

精神科リエゾンチーム加算
特定集中治療室管理料1（小児加算、早期離床・リハビリテー
ション加算）【SICU】

摂食障害入院医療管理加算
特定集中治療室管理料3【CCU】
（早期離床・リハビリテーション加算,算定上限日数に関する
基準、小児加算、早期栄養介入管理加算）

がん診療連携拠点病院加算
脳卒中ケアユニット入院医療管理料【SCU】
（早期栄養介入管理加算）

栄養サポートチーム加算
総合周産期特定集中治療室管理料
母体・胎児集中治療室管理料（成育連携支援加算）【MFICU】

医療安全対策加算1
総合周産期特定集中治療室管理料
新生児集中治療室管理料【NICU】

感染対策向上加算1（指導強化加算） 新生児治療回復室入院医療管理料【GCU】

患者サポート体制充実加算
小児入院医療管理料1（注2プレイルーム加算）
（養育支援体制加算、時間外受入体制強化加算１）
【本館3階南、新館5階小児医療センター】

重症患者初期支援充実加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

高度の医療の提供の実績
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

外来栄養食事指導料　注3（がん専門管理栄養士が栄養指導を
行う場合）

がん治療連携計画策定料

植込型除細動器移行期加算（※心臓ペースメーカー指導管理
料の加算）

がん治療連携管理料

遠隔モニタリング加算（※注5 心臓ペースメーカー指導管理
料の加算）

認知症専門診断管理料

高度難聴指導管理料 肝炎インターフェロン治療計画料

糖尿病合併症管理料 外来排尿自立指導料

がん性疼痛緩和指導管理料 薬剤管理指導料

がん患者指導料イ 医療機器安全管理料１

がん患者指導料ロ 医療機器安全管理料２

がん患者指導料ハ
在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物住居者訪問看護・指
導料

がん患者指導料ニ 在宅血液透析指導管理料

外来緩和ケア管理料
在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に掲げる遠隔モニタ
リング加算

移植後患者指導管理料（臓器移植後） 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

糖尿病透析予防指導管理料 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

小児運動器疾患指導管理料 持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定

乳腺炎重症化予防ケア・指導料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）

婦人科特定疾患治療管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

腎代替療法指導管理料 骨髄微小残存病変量測定

二次性骨折予防継続管理料１ 造血器腫瘍遺伝子検査

下肢創傷処置管理料 遺伝学的検査

外来放射線照射診療料 抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9)抗体

外来腫瘍化学療法診療料1 ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

外来腫瘍化学療法診療料1（連携充実加算） がんゲノムプロファイリング検査

ニコチン依存症管理料 先天性代謝異常症検査

療養・就労両立支援指導料の注3に規定する相談支援加算
抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗
体特異性同定検査）

ハイリスク妊産婦連携指導料１ HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

ハイリスク妊産婦連携指導料２ ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

検体検査管理加算（Ⅳ） 心臓ＭＲＩ撮影加算

国際標準検査管理加算 ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

遺伝カウンセリング加算 肝エラストグラフィ加算

遺伝性腫瘍カウンセリング加算 血流予備量比コンピューター断層撮影

植込型心電図検査 乳房ＭＲＩ撮影加算

時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

胎児心エコー法 頭部ＭＲＩ撮影加算

ヘッドアップティルト試験 大腸ＣＴ撮影加算

人工膵臓検査、人工膵臓療法 画像診断管理加算３

長期継続頭蓋内脳波検査 遠隔画像診断

長期脳波ビデオ同時記録検査1 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

終夜睡眠ポリグラフィー（1及び2以外の場合　安全精度管理
下で行うもの）

無菌製剤処理料

脳波検査判断料1 外来化学療法加算１

単線維筋電図 連携充実加算

神経学的検査 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】

補聴器適合検査 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】

ロービジョン検査判断料 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】

コンタクトレンズ検査料１ 運動器リハビリテーション料（Ⅱ）

小児食物アレルギー負荷検査 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）【初期加算含む】

内服・点滴誘発試験 摂食機能療法　注3摂食嚥下支援加算

ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 摂食嚥下機能回復体制加算1

経気管支凍結生検法 がん患者リハビリテーション料（Ⅰ）

ポジトロン断層撮影 リンパ浮腫複合的治療料

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 救急患者精神科継続支援料

冠動脈ＣＴ撮影加算 認知療法・認知行動療法１

外傷全身ＣＴ加算 精神科作業療法

高度の医療の提供の実績



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

精神科ショート・ケア「大規模なもの」
脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）及び脳刺激装
置交換術

精神科デイ・ケア「大規模なもの」 癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症治
療指導管理料）

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

医療保護入院等診療料
仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術（便失
禁）

静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 角結膜悪性腫瘍手術

人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１） 角膜移植術・内皮移植加算

下肢末梢動脈疾患指導管理加算 羊膜移植術（学会認定施設書の提出の必要性）

導入期加算２及び腎代替療法実績加算
緑内障手術（流出路再建術）
イ 眼内法　ロ その他のもの

透析液水質確保加算
緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

慢性維持透析濾過加算 緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

LDLアフェレシス療法における血漿交換療法 緑内障手術（濾過胞再建術（needle法）

移植後抗体関連拒絶反応における血漿交換療法
網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

一酸化窒素吸入療法 網膜再建術

心不全に対する遠赤外線温熱療法 植込型骨補聴器（直接振動型）植込術

歩行運動処置（ロボットスーツによるもの） 耳管用補綴材挿入術

センチネルリンパ節加算 経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

自家脂肪注入 人工中耳植込術

組織拡張器による再建術（乳房（再建時手術）の場合に限
る。）

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補
聴器交換術

四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に規定
する処理骨再建加算

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

経鼻内視鏡下副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴う
もの）

後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの） 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

椎間板内酵素注入療法 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む）

内視鏡的下脳腫瘍生検
上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る)・下顎骨形成術(骨移
動を伴う場合に限る)

内視鏡的下脳腫瘍摘出術 乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対するもの）

頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る）
乳腺悪性腫瘍手術(乳頭乳輪温存乳房 切除術(腋窩郭清を伴わないも
の)及び乳頭乳輪温存乳房切除術(腋窩郭清を伴うもの))

高度の医療の提供の実績



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生
検（併用）

不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下に伴うもの）

乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節生
検（単独）

経皮的中隔心筋焼灼術

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術(リードレス
ペースメーカー)

胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー交換
術

胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

肺悪性腫瘍手術(壁側・臓側胸膜全切除(横隔膜、心膜合併 切
除を伴うもの)に限る。)

植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術及び経静脈
電極抜去術

胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）
植込型除細動器移植術（心筋リードを用いる場合）及び植込
型除細動器交換術（心筋リードを用いる場合）

胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもの
で内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室ペー
シング機能付き植込型除細動器交換術

同種死体肺移植術
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極の
場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術
（心筋電極の場合）

生体部分肺移植術 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術
（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によ
るもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻
閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡による
もの）

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

経皮的大動脈遮断術

内視鏡下筋層切開術 経皮的下肢動脈形成術

経皮的冠動脈形成術 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

経皮的冠動脈ステント留置術 ダメージコントロール手術

胸腔鏡下弁形成術 内視鏡的逆流防止粘膜切除術

胸腔鏡下弁置換術 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

経カテーテル大動脈弁置換術 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

経皮的冠動脈ステント留置術
腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

胸腔鏡下弁形成術 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

胸腔鏡下弁置換術 バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

経カテーテル大動脈弁置換術 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除術を伴うもの）

胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除 及び肝切除(葉以上)を
伴うものに限る。)

高度の医療の提供の実績



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

体外衝撃波胆石破砕術
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）(内視鏡手
術用支援機器を用いるもの）

腹腔鏡下肝切除術
子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣症候群患者に対する
もの）

体外衝撃波膵石破砕術 腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 胎児輸血術

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 臍帯穿刺

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

体外式膜型人口肺管理料

同種死体膵島移植術 輸血管理料（Ⅱ）

内視鏡的小腸ポリープ切除術 貯血式自己輸血管理体制加算（※輸血管理料の加算）

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

同種クリオプレシピテート作製術

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）

胃瘻造設時嚥下機能評価加算

腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

同種死体腎移植術
医科点数表第２章第10部手術の通則の19に規定する手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対する子宮付属器腫瘍摘出術）

生体腎移植術
医科点数表第２章第10部手術の通則の19に規定する手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対する乳房切除術）

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 麻酔管理料（Ⅰ）

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）

麻酔管理料（Ⅱ）

膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外） 麻酔管理料　周術期薬剤管理加算

埋没陰茎手術 放射線治療専任加算

陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの） 外来放射線治療加算

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

体外照射呼吸性移動対策加算

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

高エネルギー放射線治療

腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

1回線量増加加算（全乳房照射・前立腺照射）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

高度の医療の提供の実績



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

定位放射線治療

定位放射線治療呼吸性移動対策加算（その他）

病理診断管理加算（2）

悪性腫瘍病理組織標本加算

保険医療機関間の連携による病理診断

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科診療特別対応連携加算

歯科外来診療環境体制加算２

地域歯科診療支援病院入院加算

歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療管理課加算及び歯
科治療時医療管理料

医療機器安全管理料（歯科）

口腔細菌定量検査

有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検査

精密触覚機能検査

睡眠時歯科筋電図検査

歯科口腔リハビリテーション料2

歯周組織再生誘導手術

広範囲顎骨支持型装置埋入手術

クラウン・ブリッジ維持管理料

ＣＡＤ/ＣＡＭ冠

高度の医療の提供の実績



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 10

剖検率（％） 5.7

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・該当なし 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

腫瘍・血液感染症内科、泌尿器、消化器外科、脳神経外
科、消化器内科、乳腺外科・放射線科、歯科口腔外科との

病理臨床カンファレンスに加え、病理解剖後の臨床病理カン
ファレンスを併せ、年間約95回行っています

　・

　・

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・ 　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

新規非ペプチド型アンジオテ
ンシンⅡタイプⅠ受容体選択
的作動薬の開発

三浦伸一郎 循環器内科 1,430,000
日本学術
振興会

次世代型HDL模倣ペプチド
の多機能性と安全性の検証

朔啓二郎 循環器内科 1,430,000
日本学術
振興会

心房細動患者の至適降圧レ
ベルを検討する無作為化比
較試験

有馬久富 衛生・公衆衛生学 4,940,000
日本学術
振興会

心臓リハビリテーションと心肺
運動負荷検査(CPX)による心
血管疾患の予後予測

北島研
卒後臨床研修セン

ター
1,170,000

日本学術
振興会

ナノバブル化アポA-I模倣ペ
プチドと超音波による新規動
脈硬化治療法の開発

今泉聡
医学系研究・

生命医療倫理部門
1,820,000

日本学術
振興会

アンジオテンシンII受容体拮
抗薬/ネフリライシン阻害薬の
動脈硬化抑制メカニズム

末松保憲 循環器内科 1,040,000
日本学術
振興会

「難治性炎症性腸管障害に
関する調査研究」診断基準・
治療指針改訂プロジェクト

平井郁仁 消化器内科 200,000 厚生労働省

一般住民における睡眠負債
と睡眠時無呼吸症候群が心
血管病とCKDに及ぼす影響

吉村　力（研究代
表者）

呼吸器内科 0
独立行政法人
日本学術振興
会

動脈硬化、心血管病、CKD
に及ぼす不眠症、睡眠時無
呼吸症候群の解明

吉村　力（研究代
表者）

呼吸器内科 2,000,000
独立行政法人
日本学術振興
会

心房細動患者の至適降圧レ
ベルを検討する無作為化比
較試験

吉村　力（研究分
担者）

呼吸器内科 2,578,447
独立行政法人
日本学術振興
会

一般住民における夜間頻尿
の包括的病態解明

吉村　力（研究分
担者）

呼吸器内科 400,000
独立行政法人
日本学術振興
会

病型別に慢性腎臓病の発症
および増悪に関与する腸内
菌叢異常を解明する

吉村　力（研究分
担者）

呼吸器内科 900,000
独立行政法人
日本学術振興
会

神経疾患における睡眠時ブ
ラキシズムと睡眠障害に関す
る研究

吉村　力（研究分
担者）

呼吸器内科 500,000
独立行政法人
日本学術振興
会

一般住民における過活動膀
胱、夜間頻尿と動脈硬化の
機序解明

吉村　力（研究分
担者）

呼吸器内科 1,600,000
独立行政法人
日本学術振興
会

呼吸器腫瘍における薬物療
法による免疫原性細胞死誘
導能の探索研究

井上　博之（研究
代表者）

呼吸器内科 700,000
独立行政法人
日本学術振興
会

自殺未遂者等支援拠点医療
機関整備事業

衞藤　暢明 精神神経科 1,128,000 厚生労働省

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

1,430,000 補

(うち間接経費330,000
円)

委

130,000 補

(うち間接経費30,000円) 委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

日本における新型コロナウイ
ルス感染症流行下での自殺
未遂者の背景因子の分析

衞藤　暢明 精神医学教室 7,700,000 厚生労働省

ICTと医療・健康・生活情報を
活用した「次世代型 子ども医
療支援システム」の構築に関
する研究

永光　信一郎 小児科 7,600,000
国立研究開発
法人 日本医療
研究開発機構

身体的・精神的・社会的
（biopsychosocial）に乳幼児・
学童・思春期の健やかな成
長・発達をポピュレーションア
プローチで切れ目なく支援す
るための社会実装化研究

永光　信一郎 小児科 12,000,000 厚生労働省

アクティブラーニングによる親
子コミュニケーション 促進ア
プリの開発

永光　信一郎 小児科 1,912,423
日本学術振興
会

母子保健情報を活用した「健
やか親子２１ （第２次）」の 推
進に向けた研究

永光　信一郎（分
担）

小児科 700,000 厚生労働省

不登校予防へ　思春期心身
症早期介入の 教育・医学連
携学校健診の実装

永光　信一郎（分
担）

小児科 100,000
　日本学術振
興会

川崎病冠動脈瘤発症予防の
ための急性期治療 難治例予
測診断法開発に直結するエ
ビデンス 創出研究

吉兼　由佳子 小児科 11,732,500
国立研究開発
法人 日本医療
研究開発機構

難治性小児消化器疾患の医
療水準向上
および移行期・成人期のＱＯ
Ｌ向上に関する研究

廣瀬　龍一郎
呼吸器・乳腺内分泌・

小児外科
200,000

（うち間接経費0円）
厚生労働省
(分担)

新規蛍光装置を使用したビタ
ミンB2ガイド下手術の確立と
実用化に向けた取り組み

早稲田　龍一
呼吸器・乳腺内分泌・

小児外科
日本学術振興
会(代表)

小児固形悪性腫瘍に対する
超音波硬度計測における組
織硬度と病理学的分子生物
学的解析

渋井　勇一
呼吸器・乳腺内分泌・

小児外科
日本学術振興
会(分担)

特発性大腿骨頭壊死症の疫
学調査・診断基準・重症度分
類の改訂と診療ガイドライン
策定を目指した大規模他施
設研究

代表者：菅野信彦

整形外科 100,000 厚生労働省

分担者：山本卓明

関節内脆弱性骨折による関
節破壊のメカニズムの解明

山本卓明 整形外科 4,160,000
文部科学省・
日本学術振興
会

脱分化型脂肪肉腫のPDXモ
デルの構築と脱分化誘導メカ
ニズムの解明

西尾　淳 整形外科 4,160,000

文部科学省・
日本学術振興
会
科研費（基盤
研究Ｃ）

変形性膝関節症手術におけ
る神経麻痺の発生メカニズム
解明と予防法の開発

石松哲郎 整形外科 4,550,000

文部科学省・
日本学術振興
会
科研費（若手
研究）

浸潤性軟部肉腫の個別科治
療を目指した基盤研究

中山鎭秀 整形外科 500,000
公益財団法人
緒方記念科学
振興財団

膝人工関節置換術における
神経麻痺の発生メカニズム解
明と予防法の開発

石松哲郎 整形外科 1,000,000
公益財団法人
臨床研究奨励
基金
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厚生労働省

パーキンソン病重症度を示す
生体指標の確立による脳深
部刺激条件最適化方法開発

森下登史 脳神経外科 900,000

一般住民における過活動膀
胱、夜間頻尿と動脈硬化の
機序解明

坪内和女 腎泌尿器外科 1,600,000
日本学術振興
会

文部科学省

神経皮膚症候群におけるア
ンメットニーズを満たす多診
療科連携診療体制の確立

今福　信一 皮膚科 1,500,000

ロボット支援前立腺全摘除術
におけるICG蛍光ナビゲー
ションシステムを用いた高精
度神経温存手術法の開発

羽賀宣博 腎泌尿器外科 1,000,000

公益財団法人
鈴木鎌三記念
医科学応用研
究財団

内蔵脂肪の機能低下に伴う
前立腺肥大症発症機序の解
明

羽賀宣博 腎泌尿器外科 1,000,000
日本学術振興
会

ロボット支援前立腺全摘除術
における ICG 蛍光ナビゲー
ションシステムを用いた神経
温存手術法の開発

郡家直敬 腎泌尿器外科 500,000
公益財団法人
内視鏡医学研
究振興財団

一般住民における夜間頻尿
の包括的病態解明

中村信之 腎泌尿器外科 400,000
日本学術振興
会

脂肪幹細胞及びウルトラファ
インバブルを活用した受精卵
分化誘導治療の開発

宮本新吾 産婦人科 3,000,000
国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

内臓脂肪のリポオリティの変
調に伴う前立腺肥大症の発
症機序の解明

羽賀宣博 腎泌尿器外科 300,000
一般社団法人 
臨床医学振興
財団

子宮内感染の予測と羊水穿
刺の適応を診断する方法の
開発

倉員正光 産婦人科 400,000
令和2年度文
部科学若手

ロボット支援前立腺全摘除術
における Firefly system を用
いた ICG 併用高精度勃起機
能温存術の開発

羽賀宣博 腎泌尿器外科 600,000
一般社団法人
医療・介護・教
育研究財団

絨毛膜羊膜炎発症ハイリスク
切迫早産症例を対象とした
治療的抗菌薬投与による第II 
相臨床研究

漆山大知 産婦人科 1,000,000

日本周産期・
新生児医学会
臨床研究
Award

局所細菌フローラの活動性
による早産発祥の制御システ
ムの解明

宮田康平 産婦人科 600,000
令和２年度文
部科学若手

膣内細菌叢NGS検査による
子宮内感染スクリーニング法
の開発

清島千尋 産婦人科 1,000,000

令和3年度公
益財団法人柿
原科学技術研
究財団

アデノウイルス眼感染症の細
胞生物学的解析と治療薬剤
開発の研究

内尾英一 眼科 1000000 文部科学省

定量的画像バイオマーカーと
してのMRE実現に向けた評
価法確立とデータベース作
成

吉満研吾 放射線科 470000
文科省科研費　
　　　　基盤研
究（B）

ECVの概念を応用したEOB
の細胞内外分布の分離：肝
機能と肝腫瘍鑑別診断への
応用

吉満研吾 放射線科 1400000
文科省科研費　
　　　　基盤研
究（C）

肝線維化および肝細胞機能
に関するMRIを用いた新たな
定量的診断法の開発

高山幸久 放射線科 1778641
文科省科研費　
　　　　基盤研
究（C）
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糸球体内皮機能障害による
糖尿病性腎臓病発症・進展
機構の解明

川浪大治 内分泌・糖尿病内科 780,000
日本学術振興
会

ファーストメッセンジャーとし
てのリンとその感知機構の解
明

髙士祐一 内分泌・糖尿病内科 1,300,000
日本学術振興
会

副腎ホルモン産生異常に関
する調査研究

田邉真紀人 内分泌・糖尿病内科 400,000 厚生労働省

病型別に慢性腎臓病の発症
および増悪に関与する腸内
細菌叢異常を解明する

安野　哲彦 腎臓・膠原病内科 4．160，000
日本学術振興
会

最終糖化産物（AGEｓ）の慢
性腎臓病に対する影響を解
明する-疫学的視点より

伊藤　建二 腎臓・膠原病内科 4．160，000
日本学術振興
会

HAMならびに類縁疾患の患
者レジストリを介した診療連
携モデルの構築によるガイド
ラインの活用促進と医療水準
の均てん化に関する研究

坪井　義夫 脳神経内科 300,000 厚生労働省

神経変性疾患領域における
基盤的調査研究

坪井　義夫 脳神経内科 900,000 厚生労働省

パーキンソン病の起因となる
腸管αSynuclein以上蓄積に
対する腸内細菌層の関与の
解明

坪井　義夫 脳神経内科 1,300,000 AMED

「統合医療」に係る医療の質
向上・科学的根拠収集研究
事業．軽度アルツハイマー型
認知症を対象とする八味地
黄丸の認知機能に対する有
効性と安全性を確認する探
査的オープン標準治療対照
無作為化割付多施設共同研
究

坪井　義夫 脳神経内科 974,350 AMED

HAMの治療薬開発を促進す
る代替エンドポイントとしての
バイオマーカーの実用化研
究

坪井　義夫 脳神経内科 390,000 AMED

プリオン病及び遅発性ウイル
ス感染症に関する調査研究

坪井　義夫 脳神経内科 500,000 厚生労働省

脳梗塞の発症および機能回
復に関連する腸内細菌の検
討—疫学的視点より—

緒方　利安 脳神経内科 1,600,000
日本学術振興
会

進行性核上性麻痺における
視床下核容積定量と症状、
予後の関連性を調査する前
向き研究

藤岡　伸助 脳神経内科 650,000
日本学術振興
会

iPS細胞を用いたPerry症候
群患者モデルの確立

三嶋　崇靖 脳神経内科 910,000
日本学術振興
会

Perry症候群におけるダイニ
ンｰダイナクチン系とTDP—43
間の相互作用の破綻

河田　純一
神経疾患遠隔診療研究

講座
1,430,000

日本学術振興
会

神経細胞が軸索を1本だけ持
つ仕組みの解

河田　純一
神経疾患遠隔診療研究

講座
2,470,000

日本学術振興
会

Perry病の予後予測バイオ
マーカー探索

三嶋　崇靖 脳神経内科 1,000,000
臨床研究奨
励基金
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Liquid biopsyと腫瘍生検の
遺伝子変異パターンによる直
腸癌治療の最適化

長谷川　傑 消化器外科 900,000
補

委
文部科学省

免疫チェックポイント阻害剤
の効果予測、治療選択に有
用なバイオマーカーの同定

山田　哲平 消化器外科 600,000
補

委
文部科学省

患者層別化マーカー探索技
術の開発／医療ニーズの高
い特定疾患・薬剤に対する患
者層別化基盤技術の開発

長谷川　傑 消化器外科 3,000,000
補

委

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

神経疾患における睡眠時ブ
ラキシズムと睡眠障害に関す
る研究

梅本　丈二 歯科口腔外科 1,950,000円/3年
日本学術振興
会

神経筋疾患の嚥下障害が栄
養障害に及ぼす影響に関す
る研究

梅本　丈二 歯科口腔外科 4,290,000円/4年
日本学術振興
会

口腔-腸内性菌叢と人工呼吸

器関連肺炎（VAP）
喜多　涼介 歯科口腔外科 4,160,000円/3年

日本学術振興
会

動脈硬化性疾患患者の口腔
-腸内細菌叢の微物相解析

石田　晋太郎 歯科口腔外科 4,290,000円/3年
日本学術振興
会

COVID-19関連ECMO患者
の定量的口腔内状況把握と
口腔衛生管理が転機に及ぼ
す影響

近藤　誠二 歯科口腔外科 700,000 公益財団法人
8020推進財団

ECMOセンター管理を要する
新型コロナウイルス感染症患
者の口腔内衛生状況の評価
究

吉野　綾 歯科口腔外科 700,000
公益財団法人
臨床研究奨励
基金

トロンボモジュリン製剤を用い
た新たな脳便塞治療戦略の
検証

仲村佳彦 救命救急センター 1,000,000
日本学術振興
会

パーキンソン病患者の嚥下
機能と服薬状況に関する調
査研究

梅本　丈二 歯科口腔外科 500,000円/3年
日本老年歯科
医学会

「難治性小児消化器疾患の
医療水準向上および移行
期・成人期のＱＯＬ向上に関
する研究」

廣瀬　龍一郎
(分担)

総合周産期母子医療セ
ンター、小児外科

200,000 厚生労働省

小児固形悪性腫瘍に対する
超音波硬度計測における組
織硬度と病理学的分子生物
学的解析

渋井　勇一
(分担)

総合周産期母子医療
センター、小児外科

130,000
(うち間接経費30,000円)

日本学術振興
会

漢方薬麻黄湯による抗RSウイ
ルス作用機序とその有効成
分の解析

鍋島　茂樹 総合診療部 1,300,000 文部科学省

感染症発症に関与する腸内
細菌叢異常を解明

武岡　宏明 総合診療部 800,000 文部科学省

高感度CRPと冠動脈石灰化
との関連を解明する疫学研
究

加藤　禎史 総合診療部 1,100,000 文部科学省

細胞診による中皮腫診断に
関する研究：遺伝子変異の
病理診断システムへの応用　
平成31年度～平成33年度

鍋島　一樹 病理部 1,400,000 文科省

禁煙に伴う腸内細菌叢を介し
たHDL機能制御のメカニズム
の解明

髙田　耕平 臨床検査部 2,200,000
日本学術振興
会
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情報通信技術を用いた遠隔
栄養指導有用性の検討

髙田　耕平 臨床検査部 1,900,000
日本学術振興
会

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。
　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は
委託元を記入すること。

非抗菌薬を用いた持続感染
細胞の駆逐を目指したMRSA
バイオフィルムの制御

高田　徹 感染制御部 1,160,855

学術研究助成
基金助成金 基
盤研究(C)（一
般）

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを
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Yokoyama K, 
Irie M, 

Tsuchiya N,et 
al

消化器内科

Irsogladine maleate alters 
expression of a tight junction 
protein in portal hypertensive 
gastropathy.

J Gastroenterol 
Hepatol

36(5):1208-1215.
2021 May

Yamauchi R, 
Takedatsu H, 
Yokoyama K,et 

al

消化器内科

Elobixibat, an ileal bile acid 
transporter inhibitor, 
ameliorates non-alcoholic 
steatohepatitis in mice

Hepatol Int.
15(2):392-404,

2021 Apr

Inomata S, 
Morihara D, 
Anan A, et al

消化器内科

Male-specific Association 
between Iron and Lipid 
Metabolism Changes and 
Erythroferrone after Hepatitis 
C Virus Eradication.

Intern Med.
61(4):461-467,
2022　 Feb 15

Imakiire S, 
Takedatsu H, 
Mitsuyama K, 

et al

消化器内科

Role of Serum Proteinase 3 
Antineutrophil Cytoplasmic 
Antibodies in the Diagnosis, 
Evaluation of Disease Severity, 
and Clinical Course of 
Ulcerative Colitis

Gut Liver.
16(1):92-100,
2022 Jan 15
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5 Original Article

6 Case report

7 Case report

8 Case report

9 Case report

Takata K, 
Tanakaa T,  

Anana A, et al
消化器内科

Suppression of Local Tumor 
Progression in Perivascular 
Hepatocellular Carcinoma by 
Combination Therapy with 
Radiofrequency Ablation and 
Percutaneous Ethanol 
Injection: A Propensity Score 
Matching Analysis

Oncology
2022;100:303–

312
Epub 2022 Feb 3.

Takata K, 
Nagata T, 

Uchida Y,et al
消化器内科

Gastroesophageal Varices and 
Hyperplastic Nodules of the 
Liver in a Patient with 
Anorexia Nervosa.

Intern Med.
60(19):3017-

3112,
2021 Oct 1

Ishibashi H, 
Imakiire S, 

Goto M, et al
消化器内科

Epstein-Barr Virus-positive 
Intestinal Diffuse Large B-cell 
Lymphoma in a Japanese 
Patient with Celiac 
Disease:First Reported Case 
and a Listerature Review.

Intern Med
61(3):329-334,

2022 Feb 1

Koga T, 
Hijioka S, 

Ishikawa Y,et 
al

消化器内科

Duckbill-type antireflux self-
expandable metal stent 
placement for post-
choledochojejunostomy reflux 
cholangitis

Endoscopy
53(5):E174-

E176.
2021 May

Koga T, 
Hijioka S, 

Hisada Y, et al
消化器内科

Endoscopic ultrasound-guided 
choledochoduodenostomy 
without fistula dilation using a 
novel fully covered metallic 
stent with a 5.9-Fr ultra-thin 
delivery system

Endoscopy
53(6):E223-

E225.
2021 Jun



10 Original Article

11 Original Article

12 Case report

13 Original Article

14 Original Article

Yoshimura C, 
Arima H, 

Amagase H,et 
al.

呼吸器内科

Idiopathic and secondary 
restless legs syndrome during 
pregnancy in Japan: 
Prevalence, clinical features 
and delivery-related outcomes.

PloS One /          
         2021 May 
11;16(5):e025129

8. doi: 
10.1371/journal.
pone.0251298. 

eCollection 
2021.PMID: 

33974646

Inoue H, 
Tsutsumi H, 
Tanaka K, et 

al.

呼吸器内科

Increased plasma levels of 
damage-associated molecular 
patterns during systemic 
anticancer therapy in patients 
with advanced lung cancer.

Transl Lung 
Cancer Res.  

2021 
Jun;10(6):2475-

2486. doi: 
10.21037/tlcr-

21-92.
PMID: 34295655

Nakao A,  
Inoue H, Osaki 

Y, et al.
呼吸器内科

Lung squamous cell carcinoma 
with severe hypomagnesemia 
due to cisplatin plus 
gemcitabine in combination 
with necitumumab therapy: A 
case report

Thorac Cancer.  
2021 

Jul;12(13):2039-
2042. doi: 

10.1111/1759-
7714.13999.PMI

D: 34061460

Ohta E,Setoue 
T, Ito K, et al

小児科
Invasive candidiasis in 
aneonatal intensive care unitin 
Fukuoka

Pediatrics 
International 13 

August 2021 
Vol.64（1）：

e14949

Ohta E,Setoue 
T, Ito K, et al

小児科
Septic arthritis 
inchildhood:A24-year review

Pediatrics 
International 15 
September 2021 

Vol.64（1）：
e14993
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スポーツ障害　3）有痛性分
裂膝蓋骨

膝関節外科学　
編集：津村弘、三
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一、岡崎賢
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前山彰, 山本
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前山　彰 整形外科
整形外科医が伝えたい関節
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攻める痛みの診
療　編集幹事：鍋
島茂樹
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山本卓明 整形外科

【あやふや知識をいまのウ

チに!整形外科のいまさらギ
モン　スッキリアンサー

41】股関節(Q23)　THAの前
方進入、後方進入の違いを

教えてください

整形外科看護
2021,26(3):262
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山本卓明 整形外科

【あやふや知識をいまのウ

チに!整形外科のいまさらギ
モン　スッキリアンサー

41】股関節(Q24)　THAの前
方進入、後方進入で脱臼肢

位に違いはありますか?

整形外科看護
2021,26(3):263-
264

山本卓明 整形外科

【あやふや知識をいまのウ

チに!整形外科のいまさらギ
モン　スッキリアンサー

41】股関節(Q25)　THAの手
術時、骨セメントを使用す

るとなぜ血圧が下がるので

しょうか?

整形外科看護
2021,26(3):265

山本卓明 整形外科

【あやふや知識をいまのウ

チに!整形外科のいまさらギ
モン　スッキリアンサー

41】股関節(Q26)　THA後、
筋力がついても脱臼リスク

は変わらないのでしょうか?

整形外科看護
2021,26(3):266

山本卓明 整形外科

【あやふや知識をいまのウ

チに!整形外科のいまさらギ
モン　スッキリアンサー

41】股関節(Q27)　大腿骨近
位部骨折の手術で、骨接合

術と人工骨頭置換術はどう

使い分けられているので

しょうか?

整形外科看護
2021,26(3):267-
268

山本卓明 整形外科

【あやふや知識をいまのウ

チに!整形外科のいまさらギ
モン　スッキリアンサー

41】股関節(Q28)　大腿骨近
位部骨折の手術には髄内釘

固定やスクリュー固定など

いろいろありますが、どの

ように使い分けられている

のですか?

整形外科看護
2021,26(3):269

吉村 一朗 整形外科

【後足部疾患に対する最小

侵襲治療の実際】距踵関節

癒合症に対する鏡視下手術

整形外科最小侵
襲手術ジャーナ
ル
2021,100号:32-
36

吉村 一朗 整形外科
(III章)下肢　足関節・足　距
骨骨軟骨損傷

整外科学レビュー 
松本守雄・監
2021,2021-'22
巻:214-220

山本卓明 整形外科

治療法の再整理とアップ

デートのために　専門家に

よる私の治療　特発性大腿

骨頭壊死症

日本医事新報
2021,5086:42-43
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吉村 一朗 整形外科

治療法の再整理とアップ

デートのために　専門家に

よる私の治療　距骨骨軟骨

損傷

日本医事新報
2021,5089:42

山本卓明 整形外科

私の診療経験から-リウマチ
性疾患におけるレントゲン

の見方

臨床と研究
2022,99(1):127-
132

木下浩一, 山
本卓明

整形外科
Curved periacetabular 
osteotomy後のTHA

関節外科
2022,41(2):15-19

西 建剛、境 隆
博

福岡大学病院形成外科
眼輪筋タッキングにおける

固定方法と短縮量の検討

形成外科・
64(11):1356-
1362,2021

西 建剛、境 隆
博

福岡大学病院形成外科
眉毛内切開を応用した頬骨

前頭縫合へのアプローチ

日本形成外科学
会会誌・
41(12):711-
715,2021

西 建剛、髙木 
誠司

福岡大学病院形成外科 急性創傷　汚染創への対応
PEPARS・177:17-
23,2021

髙原正樹、福
田健治、神﨑
貴充

脳神経外科

頸動脈ステント留置術後の

ステント内血栓症に対して

プラスグレルが著効した１

例

脳卒中 43(4)348-
353,2021

Horio Y, Ogata 
T, Abe H et al

脳神経外科

Factors Predictive of 
Enlargement of Dissecting 
Aneurysms in the 
Vertetbral Artery

World 
Neurosurgery 
151: e935-942, 
2021

Enomoto T, 
Aoki M, 
Kouzaki T et al

脳神経外科

Multicentric glioblastoma 
in a 4-year-old female 
patient:A case report

Molecular and 
clinical oncology 
14(5):90,2021

Kobayashi H, 
Morishita T, 
Yoshinaga S et 
al

脳神経外科

Enlargement of preexisting 
superficial temporal artery 
pseudo-aneurysm co-
incidental to mask wearing 
during the Covid-19 
pandemic

Interdisciplinary 
Neurosurgery: 
Advanced 
Techniques and 
Case 
Management 
27:2022   DOI: 
10.1016/j.inat.20
21.101396
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早麻政斗, 林
田好生, 寺谷
裕充, 峰松紀
年, 尼子真生, 
住　瑞木, 岩隈
昭夫,  和田秀
一

福岡大学病院心臓血管外科
上行大動脈人工血管内に疣

贅を認めた1 例
胸部外科・74(8): 
615-619, 2021

早麻政斗, 住　
瑞木, 尼子真
生, 國友祐希, 
野間通裕, 森
田裕一, 藤井　
満, 寺谷裕充, 
松村　仁, 峰松
紀年, 江石清
行, 和田秀一

福岡大学病院心臓血管外科

Fallot四徴症術後遠隔期に僧
帽弁位感染症心内膜炎に対

して手術を行った１例

胸部外科・74(13): 
1095-1099, 2021

バヤラー・ボロ
ルトヤ、山口和
記、柴山慶継、
その他

皮膚科

福岡大学乾癬レジストリに

おける尋常性乾癬、乾癬性

関節炎患者の生物学的製剤

治療の変遷2018update

日本皮膚科学会
雑誌.2021 
Apr;131(4):733-
742

今村友美、藤
﨑亜紀、笹本
聖人、その他

皮膚科
内眼角に生じたアポクリン

汗嚢腫の1例
臨床皮膚科.2021 
May;75(6):421-
424

川﨑彩加、柴
山慶継、今福
信一

皮膚科
鼠径リンパ節転移を来した

原発不明扁平上皮癌の1例
Skin Cancer.2021 
Jun;36(1): 21-25, 
2021

松田亜依、柴
山慶継、古賀
佳織、その他

皮膚科

Speckled Lentiginous 
Nevusに生じた悪性黒色腫
の1例

西日本皮膚科. 
2021Aug;83(4):34
8-350

片山 栞、古賀
佳織、柴山慶
継、その他

皮膚科
Desmoplastic Spitz Nevus
の2例

西日本皮膚
科.2021 
Aug;83(4):339-
343

鈴木祥子、大
賀保範、今福
信一

皮膚科

バカンピシリン内服により

非色素沈着型固定薬疹を繰

り返した1例

西日本皮膚
科.2021 
Aug;83(4):321-
323

松田亜依、佐
藤絵美、石橋
侑花、その他

皮膚科

クリンダマイシン塩酸塩カ

プセルによる全身性接触皮

膚炎の1例

西日本皮膚
科.2021 
Oct;83(5):406-
410

市ヶ谷友美[今
村]、伊藤宏太
郎、今福信一

皮膚科

イベルメクチン内服後に再

発した顎口虫による

Creeping Diseaseの1例

西日本皮膚
科.2021 
Oct;83(5):447-
452
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松田絵奈、柴
山慶継、佐藤
絵美、今福信
一

皮膚科

【脂腺の病気】脂腺母斑を

伴ったpseudocyst of the 
scalp

皮膚病診療.2021 
Dec;43(12) 
:1094-1097

宮原大輔、四
元房典、吉川
賢一、他

産婦人科

婦人科良性疾患に対して施

行したTLHの周術期合併症
について

日本産科婦人科
内視鏡学会雑誌 
・37(1):  7-13、  
2021

井槌大介、倉
員正光、柳井
繁章、他

産婦人科

自己血貯血を計画する妊婦

には、メンタルヘルスに対

処した周産期管理が必要で

ある

日本産婦人科・
新生児血液学会
誌・31（１）:17-18, 
2021

平川豊文、四
元房典、宮田
康平、他

産婦人科

子宮内膜症治療における間

葉系幹細胞を用いた新たな

治療戦略

日本エンドメトリ
オーシス学会会
誌・42:29-33, 
2021

漆山大知，秦
健一郎, 宮本
新吾

産婦人科

特集　切迫早産と早産　最

新アップデート　羊水検査

で何がわかる？

ペリネイタルケア・
40(10):29-33, 
2021

漆山大知，秦
健一郎, 宮本
新吾

産婦人科
メタゲノム解析・メタ16S解
析

遺伝子医学36・
11(2):115-121, 
2021

宮原大輔、宮
本新吾

産婦人科
第４章　有害事象マネジメ

ント　肝障害

婦人科がん薬物
療法パーフェクト
ガイド（診断と治
療社）・p.154−
159、2021年

前原宏基 耳鼻咽喉科

下腿蜂窩織炎を契機に気管

切開術に至った高度肥満患

者症例

耳鼻と臨床 
67(3)：183-192 
,5.20,2021

前原宏基 耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科領域手術におけ

る4K-3D外視鏡システムの
使用経験

耳鼻と臨床
67(5):334-
338,9.20,2021

前原宏基 耳鼻咽喉科

ステロイド投与を行った神

経耳科疾患のB型肝炎再活性
化についての検討

耳鼻と臨床67(6)：
367-
374,11.20,2021

西　龍郎 耳鼻咽喉科

十数年の経過で再発をきた

した鼻腔

Glomngiopericytomaの1例

耳鼻と臨床 67(6): 
393-
401,11.20,2021
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木村翔一 耳鼻咽喉科
前縦隔原発リンパ上皮腫様

癌の一例

日本臨床細胞学
会九州連合会雑
誌
52: 41-
44,10.1,2021

吉満研吾 放射線科

【これだけおさえる胸腹部

解剖-血管と管腔のvariation 
& anomalyを中心に-】腹部　
肝臓： 肝内肝外胆管系の解
剖学的破格

画像診断・41(6): 
572-579
2021.04

肥田浩亮、高
野浩一、吉満
研吾

放射線科

【絶対苦手分野にしない 脳
梗塞の画像診断】　脳梗塞

のMRI診断

臨床画像・38(3)： 
288-297
2022.03

長町茂樹 放射線部

医療従事者が知っておくべ

き放射線の知識ー医療法の

一部改正に伴い銘記したい

事項ー

臨牀と研究・
98(4): 498-502
2021.04

吉満研吾、高
山幸久

放射線科

CT、MRIどっちを依
頼?(No.19) 胆・胆道： 閉塞
性黄疸患者で胆管がんが疑

われる

日本医師会雑
誌・150（7): 
1228-1229
2021.10

吉満研吾 放射線科
MR elastographyの測定の実
際　ROIの置き方

日本磁気共鳴医
学会雑誌・41（4）: 
70-74
2021.11

吉満研吾、高
山幸久

放射線科

CT、MRIどっちを依頼? 
(No.22)　胆・胆道： 超音波
検査で胆嚢がんが疑われた

日本医師会雑
誌・150（10）: 
1802-1803
2022.01

磯部泰司 腫瘍･血液･感染症内科
NK細胞の分化・成熟におけ
る転写因子ETS1の役割

血液内科
82(5):733-738, 
2021.5

磯部泰司 腫瘍･血液･感染症内科 血球貪食性リンパ組織球症
血液内科
83(1):31-42, 
2021.7

知念祥太郎、
髙松泰

腫瘍･血液･感染症内科

多発性骨髄腫やその他の形

質細胞腫瘍に合併する神経

症状

血液内科
83(6):778-785, 
2021.12.28
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茂木愛、髙松
泰

腫瘍･血液･感染症内科

特集/かゆみ診療に必要な最
新の知識　かゆみと疾患　

造血器腫瘍

臨床と研究
99(3):46-50,
2022.3

Fujii H,
Funakoshi S,
Maeda T,
Satoh A, 
Kawazoe M, 
Ishida S, 
Yoshimura C,
Yokota S, 
Tada K, 
Takahashi K,
Ito K, 
Yasuno T,
Okutsu S, 
Mukoubara S,
Nakashima H,
Nabeshima S,
Kondo S,
Fujita M,
Masutani K,
Arima H, 
Kawanami D 
(corresponding 
author).

内分泌・糖尿病内科

 Eating Speed and 
Incidence of Diabetes in a 
Japanese General 
Population: ISSA-CKD.

J Clin Med 2021; 
10(9), 1949.

Takashi Y, 
Sawatsubashi 
S,
Endo I,　
Ohnishi Y, 
Abe M, 
Matsuhisa M, 
Kawanami D, 
Matsumoto T, 
Fukumoto S.

内分泌・糖尿病内科

Skeletal FGFR1 signaling 
is necessary for regulation 
of serum phosphate level by 
FGF23 and normal life 
span.

Biochem Biophys 
Rep 
27:101107, 2021

Kawanami D, 
Takashi Y, 
Takahashi H, 
Motonaga R, 
Tanabe M.

内分泌・糖尿病内科
Renoprotective Effects of 
DPP-4 Inhibitors.

Antioxidants 
(Basel).
10(2):246, 2021

Kawanami D, 
Takashi Y,
Muta Y,
Oda N, Nagata 
D, 
Takahashi H,
Tanabe M.

内分泌・糖尿病内科

Mineralocorticoid Receptor 
Antagonists in Diabetic 
Kidney Disease. Front 
Pharmacol.

Front Pharmacol.
12:754239, 2021

Takashi Y, 
Kawanami D, 
Fukumoto S.

内分泌・糖尿病内科

FGF23 and 
Hypophosphatemic 
Rickets/Osteomalacia.

Curr Osteoporos 
Rep. 19(6):669-
675, 2021



149 Letter

150 Original Article

151 Original Article

152 Original 
Article

153 Original 
Article

154 Original 
Article

155 Original Article

Takashi Y,
Kawanami D.

内分泌・糖尿病内科
Myxedema coma in COVID-
19.

Ann Clin 
Endocrinol 
Metabol.
(Letter to the 
Editor) 
5:029-030, 2021

岡島幹篤, 藤
岡伸助, 籠田
早織　他

脳神経内科

Diphasic dyskinesia, すくみ
足に対するレボドパ・カルビド
パ経腸用液療法の至適用量: 
症例報告と文献的考察.

 臨床神経学

29;61(6), 2021 年
6月 p. 398-400

栗原可南子, 
藤岡伸助, 三
嶋崇靖　他

脳神経内科

King’s Parkinson’s Disease 
Pain Scale（KPPS）と King’s 
Parkinson’s Disease Pain
Questionnaire（KPPQ）の日本
語版の作成と言語的妥当性の
検討

臨床神経学, 
62(1), 2022年1月

15-21.

Shinsuke 
Nakamura, 
Yoshiki 
Mukudai, 
Junichiro 
Chikuda, 
Meilin 
Zhang, 
Hideyuki 
Shigemori, 
Kazunaga 
Yazawa, Seiji 
Kondo, 
Toshikazu 
Shimane And 
Tatsuo 
Shirota

歯科口腔外科

Combinational　Anti-tumor　
Effects of Chemicals from 
Paeonia lutea Leaf Extract 
in Oral Squamous Cell 
Carcinoma Cells

Anticancer 
Research
2021 Dec；
41:6077-6086

Shiho 
Hashiguchi,  
Tomoko 
Tanaka, 
Ryosuke 
Mano,  Seiji 
Kondo, 
Shohta 
Kodama

歯科口腔外科

CCN2 activates ERK-
signaling via integrin αv 
and enhances the 
interaction of ERK and 
DUSP6 in lymphatic 
endothelial cell

bio Rχiv 
2021 June (オン
ライン）

Shiho 
Hashiguchi,  
Tomoko 
Tanaka, 
Ryosuke 
Mano,  Seiji 
Kondo, 
Shohta 
Kodama

歯科口腔外科

CCN2-induced 
lymphangiogenesis is 
mediated by the integrin αv
β5-ERK pathway and 
regulated by DUSP6

Affiliations 
expand Sci Rep
2022 Jan 
;12:926

井槌大介、倉
員正光、柳井
繁章、他

総合周産期母子医療センター
産婦人科

自己血貯血を計画する妊婦

には、メンタルヘルスに対

処した周産期管理が必要で

ある

日本産婦人科・
新生児血液学会
誌・31（１）:17-18, 
2021
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岩中　剛、白井　
剛、伊崎智子、
廣瀬　龍一郎、
岩崎　昭憲

総合周産期母子医療センター、
小児外科

遅発性横隔膜ヘルニアに対

する内視鏡外科手術のpitfall 
と対応策

日小外会誌　57 
(7) :1078-1083, 
2021

鍋島　茂樹 総合診療部
プラタナス〜私のカルテか
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島茂樹

総合診療部
視ればわすれない耳寄りな

情報

総合診療　
31(5):641-
642,2021

日吉哲也、野
下育真、鍋島
茂樹

総合診療部
左側腹部痛の1例　GM 
Clinical Pictures

総合診療　
31(9)1161-
1162,2021

日吉哲也、鍋
島茂樹

総合診療部 頭が上がらない
総合診療　 
31(12):1551-
1552,2021

日吉哲也、岡
﨑裕子、瀬知
裕介

総合診療部 動かぬ証拠
総合診療　 
31(3):371-
372,2021

藤 洋美,德重 
智絵美, 惠良 
文義　他

臨床検査部

5種類のブドウ球菌選択培地
および7種類のMRSAスク
リーニング培地の検出性能

比較

医学検査 2021, 
Vol.70 No.4 685-
690

Shinnji 
Sigemori

放射線部 施設における線量管理

日本放射線技術
学会医療情報部
会誌
Vol.19,No1,36
巻,P11

大津友紀、末
松保憲、神村
英利他

薬剤部

心血管疾患で入院した患者

における健康食品の使用実

態調査

日本機能性食品
医用学会誌，14，
329-336（2021）．
2021年6月

五十嵐保陽、
濱走優人、西
真理子他

薬剤部

非小細胞肺がんに対するペ

ムブロリズマブ治療により

関節リウマチを生じた1例

癌と化学療法，
48, 837-839
（2021）．2021年6
月

眞崎晃、大津
友紀、中野貴
文他

薬剤部

ワルファリンカリウムとア

ミオダロン塩酸塩併用患者

のPT-INRに影響を与える要
因の検索

薬理と治療 49, 
867-873（2021）．
2021年6月
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ガンシクロビル耐性サイト

メガロウイルス感染症の重

篤化を回避したサルコイ

ドーシス患者の1例

日本病院薬剤師
会雑誌 57, 1107-
1112（2021）．
2021年10月

池内忠宏、中
島俊明、池田
宗彦他

薬剤部
保険薬局を対象としたオン

ライン説明会の取り組み

九州薬学会雑誌 
75, 17-21
（2021）．2021年
10月

安高勇気、芝
口浩智、神村
英利

薬剤部

バンコマイシンによるレッ

ドマン症候群発現後に紅斑

型皮疹が生じたと考察した1
例

九州薬学会雑
誌，75，29-33
（2021）．2021年
10月

岩﨑清子、安
高勇気、松崎
翔平他

薬剤部

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価
に資するものと判断される主なものを記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法
に準じること。

萩原大樹、永
江寛子、江藤
浩平他

薬剤部

院外処方における包括的事

前合意プロトコルの導入と

その効果

日本病院薬剤師
会雑誌 57, 1274-
1278（2021）．
2021年11月

永江寛子、萩
原大樹、神村
英利

薬剤部

診療報酬改定を機に実施し

た病棟薬剤師のポリファー

マシー対策とその評価

日本病院薬剤師
会雑誌 57, 1360-
1366（2021）．
2021年12月

田渕知佳、兼
重晋、大塚誠
他

薬剤部

電子媒体を用いたトレーシ

ングレポート共有化システ

ムに関する実態調査

日本病院薬剤師
会雑誌 58, 281-
288（2022）．2022
年3月

長郷あかね、
Brian Waters、
原健二他

薬剤部

未熟児無呼吸発作に対する

カフェイン治療の血中カ

フェイン濃度による評価

薬理と治療 49, 
1581-1588
（2021）．2021年
10月



 

 

(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

福岡大学医に関する倫理委員会標準業務手順書 

医に関する倫理委員会審査事項 迅速審査事項及び報告事項 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

福岡大学 利益相反に関する規定 

福岡大学 臨床研究に係る利益相反ポリシー 

福岡大学 臨床研究に係る利益相反マネジメント委員会に関する内規 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年20回 

 ・研修の主な内容 



 

 

人を対象とする生命科学 医学系研究に関する倫理指針について 

   利益相反（COI）について 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

・内科専攻医研修プログラムに基づく研修 

・消化器内科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・呼吸器専門研修プログラムに基づく研修 

・精神科専門医研修プログラム 

・小児科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・呼吸器・乳腺内分泌・小児外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・整形外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・形成外科専門研修プログラムに基づく研修 

・脳神経外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・心臓血管外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・皮膚科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・腎泌尿器外科 専門研修施設群専門研修プログラムに基づく研修 

・産婦人科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・眼科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・耳鼻咽喉科専門研修プログラムに基づく研修 

・放射線科領域モデル専門研修プログラム 2021 年度 

・腫瘍･血液･感染症内科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・腎臓・膠原病内科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・脳神経内科研修プログラムに基づく研修 

・消化器外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・麻酔科専門医研修プログラムに基づく研修 

・歯科口腔外科後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・救命救急センター 後期臨床研修プログラムに基づく研修 

・病理専門研修プログラムに基づく研修 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         132.25人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

三浦 伸一郎 循環器内科 教授          28年  

平井 郁仁 消化器内科 

内視鏡部 

診療部長  30年 
消化管 領域 

釈迦堂 敏 
消化器内科 

副診療部長   36年 
肝胆膵 領域 

藤田 昌樹 呼吸器内科 診療部長 35年  
川嵜 弘詔 精神神経科 診療部長    37年  
永光 信一郎  小児科 診療部長 33年  
佐藤 寿彦 呼吸器・乳腺内

分泌・小児外科 

診療部長          24年  

山本 卓明 整形外科 診療部長          32年  



高木 誠司 形成外科 診療部長        27年  
井上 亨 脳神経外科 診療部長       42年  
和田秀一 心臓血管外科 診療部長 30年  
羽賀 宣博 腎泌尿器外科 診療部長         25年  
今福 信一 皮膚科 診療部長      30年  
宮本 新吾 産婦人科 診療部長       39年  
内尾英一 眼科 診療部長          27年  
坂田俊文 耳鼻咽喉科 診療部長     36年  
吉満研吾 放射線科 診療部長           35年  
髙松 泰 腫瘍･血液･感染

症内科 

診療部長           35年  

川浪大治 内分泌・糖尿病

内科 

診療部長           24年  

升谷 耕介 腎臓・膠原病内

科 

診療部長           28年  

坪井 義夫 脳神経内科 診療部長           36年  
長谷川 傑 消化器外科 診療部長           17年  
秋吉 浩三郎 麻酔科 診療部長    26年  
近藤 誠二 歯科口腔外科 診療部長 30年  
石倉 宏恭 救命救急センタ

ー 

センター長       36年  

鍋島 茂樹 総合診療部 診療部長      32年  
鍋島 一樹 病理部 診療部長        41年  
     
     
     

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

患者急変時の対応(救急蘇生法・AED演習)、安全な輸血療法の実施(演習)、インスリンの取り扱い、 

   安全な静脈注射、輸液ポンプ・シリンジポンプ取り扱い、医療安全の基本。 

 ・研修の期間・実施回数 

  各研修 1時間から2時間、2回/年 実施 

 ・研修の参加人数 

  241名 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容  多職種合同オリエンテーション、接遇マナー研修 

 ・研修の期間・実施回数  令和3年４月実施 

 ・研修の参加人数  約120名 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 

 

 

 

 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 



 (様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 岩 﨑 昭 憲 

  管理担当者氏名 庶務課長 田中 智         医事課長 江渕 猛雄 
医療情報部事務室長 服部 和文   放射線部技師長 上村 忠久 
薬剤部長 神村 英利 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 庶務課 当院の診療記録は一患
者一番号で管理を行っ
ており、入院診療記録に
ついては、入院期間毎に
ターミナルデジット方
式、外来診療記録につい
ては患者番号順で保管
している。平成21年8月5
日から電子カルテシス
テムを導入しているが、
同意書や入院診療計画
書、退院サマリなどの紙 
保管が必要なものにつ
いては、紙運用時と同様
に保管しており、令和4
年3月のタイムスタンプ
導入後は全て電子カル
テ上に保存している。 
なお、入院・外来診療記
録共に、最終来院日から
10年経過したものは廃
棄し、タイムスタンプ取
込み後の紙については、
6か月保管後廃棄として
いる。 
また、個人情報を厳格に
管理するため、平成29
年6月1日に「診療記録取
扱内規」を改正し、紙の
診療記録の貸出を禁止
し、閲覧にて対応してい
る。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 手術部 
看護記録 看護部 
検査所見記録 臨床検査部 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 地域医療連携センター 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医療情報部 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 庶務課 先進医療実績報告（帳簿
管理） 
 
 
 
 
 
地域医療連携センター
にて一括管理 
紙媒体で台帳保管、また
データ保管 

高度の医療の提供の実績 庶務課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

庶務課 

高度の医療の研修の実績 庶務課 
閲覧実績 庶務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

地域医療連携センター 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

薬剤部・医事課 



規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理部 医療安全管理部にて一
括管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理部 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理部 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部 

 
  



 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 
医療安全管理部・感染制
御部にて一括管理 

 

 

 

 

 

薬剤部にて一括管理 

以下項目、上記に同じ 

 

 

 

 

 

臨床工学センターにて

一括管理 

以下項目、上記に同じ 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部 
医療安全管理部 
庶務課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学センター 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学センター 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学センター 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学センター 

  



 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理部 
医療安全管理部・感染
制御部にて一括管理 
以下項目、上記に同じ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療安全管理部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療安全管理部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療安全管理部 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療安全管理部 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療安全管理部 

監査委員会の設置状況 医療安全管理部 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全管理部 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療安全管理部 

職員研修の実施状況 医療安全管理部 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療安全管理部 

管理者が有する権限に関する
状況 

医療安全管理部 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

医療安全管理部 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

医療安全管理部 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

庶務課長　田中　智　　　医事課長　江渕　猛雄
医療情報部事務室長　服部　和文

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

閲覧を希望の際には、庶務課へ申請を行い、閲覧室である病院西別館３階Ｂ会議室にて閲覧を行う。

　閲覧の手続の概要

　閲覧責任者氏名 事務長　川野　耕

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・病院西別館３階Ｂ会議室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
１．安全管理に関する基本的考え方 

 ２．安全管理のための委員会および院内の組織に関する基本事項 
 ３．安全管理のための職員研修に関する基本方針 
 ４．安全確保を目的とした改善策を講ずるための基本方針 
 ５．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
 ６．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
 ７．患者からの相談への対応に関する基本方針 
 ８．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
 
・ 開催状況：年 12 回 
 
・ 活動の主な内容：医療安全管理委員会（１回／月） 

 
 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 20 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
１．医療安全院内教育 9 回 
２．医療安全実践セミナー 11 回 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
１．医療事故・合併症・重要インシデント事例の検討・医療安全教育の企画。 
２．医療安全管理者が抽出したインシデント事例を医療安全管理部小委員会で
検討し、改善を要するものはセーフティマネジャー会を通じて伝達している
。また、全職員に電子カルテ掲示板で会議資料を公開し、安全管理・危機管
理意識の向上に努めている。 

３．医療安全管理責任者および医療安全管理者は、事故・インシデント・合併
症発生時など、必要に応じて当事者、当該部署と個別に対応し指導する。特
に重要事例に関しては、検討会を開いて、迅速な対応を心掛けている。 

４．病院全体の問題として取り上げる必要がある事例は、医療安全管理委員会
に提言し、安全管理の改善に役立てる。 

５．「安全管理レポート」（毎月）と「医療安全情報」（適時）を発行し、全
職員へフィードバックおよび周知徹底を図っている。 

６．医療安全管理院内ラウンドを月１回実施し、現状把握および周知徹底を図
っている。 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
１．院内感染対策に関する基本的考え方  
２．院内感染対策のための委員会および院内の組織に関する基本事項  
３．感染対策に関する教育・研修に関する基本方針  
４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針  
５．院内感染発生時の対応  
６．感染対策の閲覧に関する基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
・感染対策委員会（１回／月） 
・感染制御部会議（１回／月） 
・セーフティマネジャー会（１回／月） 
・看護部部内感染対策委員会（１回／月） 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 3 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
・医療安全院内教育 3 回 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
１.「院内感染対策のための指針」に即した院内感染対策マニュアルを整備し、遵守状況を院内各部
署のラウンドで確認している。 

２.１回／週、ICT（ICD、感染管理認定看護師（CNIC）、臨床検査技師、薬剤師の4職種）が院内各
部署のラウンドを行い、微生物ラウンド、環境ラウンドを実施している。微生物ラウンドに際し
て、資料（細菌検査室で全部署直近２週間分のラウンド対象患者一覧表）を毎回準備している。 

３.感染対策支援システム（電子カルテ端末上）で毎日、血液培養陽性者、抗酸菌陽性者、新規多剤
耐性菌検出患者等の報告を確認し、部署の感染対策について情報共有している。また、毎週1回以
上、ICTミーティングを行っている。 

４.院内感染を疑う場合には適宜、感染制御部内で連携し、関係部署と調整し対応している。 
５.行政への報告対応が必要な場合には、感染制御部内で連携し、関係部署と調整し対応している。 
６.アウトブレイク等問題が発生した部署については、適宜介入し、当該部署のスタッフを対象に研
修会を開催している。アウトブレイク介入事例については、病院職員に対して電子カルテ端末上
で通知し、診療部長会、感染対策員会、セーフティマネジャー会を通じて感染対策についての周
知徹底を図っている。 

７.コロナ禍以降、2回/週のコロナ会議（感染対策委員会に準じたメンバー含む）を開催し、情報共
有を図ると共に、諸々の感染対策についての諮問会議としている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 14 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

〇報道事例から学ぶ医薬品の安全管理 
〇デュピクセント皮下注300mgペンの使い方 
〇ゾラデックスの使い方 
〇医療安全とリスクマネジメント 
〇薬剤の基本的知識（法的な管理が義務付けられている医薬品） 
〇注射薬剤の基本的知識 
〇安全な薬剤管理 
〇持参薬処方から院内処方への切り替え時の処方ミス 

 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

〇医薬品の採用：薬事委員会において、医薬品安全管理責任者の立場で採用の可否を審議 
〇医薬品の管理：各部署で手順書業務確認表を用いて使用期限や管理状況などを確認、月単位

で医薬品安全管理責任者が確認 麻薬、覚醒剤原料は業務開始時に理論在庫数と実在庫数が
一致するかを確認 

〇患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する事項：注射払出システムによるバーコード
認証の導入 特にリスクの高い医薬品の調剤時は薬歴、病名を確認し、処方内容を検討 

〇患者に対する与薬や服薬指導に関する事項：薬剤管理指導業務の推進 病棟薬剤業務の推進
 処方薬の管理方法を看護師と協議 

〇医薬品情報の収集・提供：医薬品情報室による情報収集と発信、副作用報告の一元管理 適
応外、禁忌などの処方に係る確認及び必要な指導 

〇他施設との連携：採用医薬品一覧、がん化学療法レジメン公開 持参薬の確認および退院時
指導の推進、病診薬連携の推進 薬剤情報ネットワーク（VPCS）の活用 

 
 
 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
    Verorab（輸入狂犬病ワクチン）：海外渡航時 

ブリリアントブルーG（院内製剤）：黄斑疾患に対する硝子体手術時の内境界膜染色 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
    1. 錠剤などの取り間違いを防止するため、ピッキング鑑査システム（ポリムス）を導入 

した。 
2．麻薬調剤時に、薬袋（ラベル）、処方箋、払出処理票の取り違えを防止するために、 

      オーダ番号での確認を徹底するよう周知した。 
3．特定生物由来製品の製造番号を正確に管理するため、特定生物由来製品管理システム 

     （LODMAN）を導入した。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 25 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

輸液、シリンジポンプの研修を新人医師、看護師を対象に医療安全管理部と共同し実施して
いる。 

   医療機器５項目（血液浄化装置、補助循環装置、人工呼吸器、保育器、除細動器）の研修を 
   実施。 
   新規購入機器の使用方法についての研修。 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

血液浄化装置、補助循環装置、人工呼吸器、保育器、除細動器、輸液ポンプ、シリンジポン
プ、生体情報モニタ、麻酔器、他全３６項目の保守点検を院内点検とメーカー点検として計
画し実施している。 

 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 

特になし 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

医療機器のインシデント情報を医療安全管理委員会で情報共有し、各部署に対策内容を、セ
ーフティマネジャー会などで全体へ周知する。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

 
 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
医療安全管理者責任者は以下のように医療安全管理部門等を統括している。 

１．病院長と連携し、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器
安全管理責任者の業務の管理・指導を行っている。 

２．医師・薬剤師・看護師の医療安全専従者(医療安全管理者)の業務の管理指導を行っている。 
３．専門分野責任者と連携し、各部門の医療安全を推進・指導している。 
４．医療事故発生時は、事故調査委員会、事故対策員会における病院長の支援を行い、医療安全上
の課題への対策について職員への周知、指導を行っている。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 10 名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

薬剤師部薬品情報室に終日担当者を設置して情報の整理・周知を一元化 

 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

適用外・禁忌使用処方について、調剤支援システムを用いて抽出する。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部    ，職種 薬剤師      ）  

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容：毎月診療科・部署に対してインフォームドコンセント記録を基に、説明日時・場所、同席者

（医療者・患者の家族）、患者・家族の反応等が記載されているか等の事項について監査を行っ

ている。不備が認められる場合はインフォームドコンセント委員会から部署に改善指導を行って

いる。 

 

 



 
 
 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

① 退院カルテのチェック 

退院後 14日以内に、病棟で「【入院】患者ファイル完成チェックリスト」に沿って、退院カ

ルテの紙保存分と電子カルテ作成分の量的監査を行い、入院カルテ庫へ提出する。 

入院カルテ庫では病棟でチェックされた「【入院】患者ファイル完成チェックリスト」を使用

してダブルチェックを行い、不備があれば確認を依頼している。また、診療情報管理士が病歴

管理システム入力時にも監査を行っており、退院サマリや手術記録などに不備があれば確認・

訂正を依頼している。 

② 入院診療計画書 

毎日、入院後 6日目で入院診療計画書が電子カルテ上未提供の患者、または入院中で記載内

容に不備がある患者について「入院診療計画書（6 日目作成状況一覧）」を作成し、対象病棟へ

配布している。また、翌日（入院後 7 日目）は前日配布したリストを基に再度チェックを行

い、未提供の患者については診療情報管理士から病棟師長へ確認の連絡をしている。 

③ 委譲者オーダ・研修医カルテ未承認督促 

前週の金曜日までの未承認を抽出し、週１回メールにて督促。前月以前の未承認が残ってい

る医師を最優先で督促を行っている。 

④ カルテ自主点検 

毎月１回医師によるカルテ自主点検を行っており、他科と自科のカルテ入・外各 2 名分を「カ

ルテ記載点検リスト」に基づき点検している。診療情報管理士も同じリストを使用し、評価後に

フィードバックを行っている。 

⑤ 診療情報管理士によるカルテ監査 

毎日、外来と入院中や退院翌日の患者を数名抽出し、医師の記載内容やインフォームドコンセ

ント記録など「カルテ監査チェックリスト」に基づき監査を行い、医師にフィードバックしてお

り、質的監査の向上に取り組んでいる。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（ 5 ）名、専任（ ）名、兼任（ 9 ）名 

 うち医師：専従（ 1 ）名、専任（ ）名、兼任（ 3 ）名 

 うち薬剤師：専従（ 1 ）名、専任（ ）名、兼任（ 1 ）名 

 うち看護師：専従（ 2 ）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 



 
 
 

 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

医療安全管理部は、医療の安全に必要な指導、安全対策の推進、患者の相談に関する業務を行

う。 

１．医療法施行規則に基づく業務 

 ア．医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成及び保管、その他医療安全管理委員

会の庶務に関すること。 

 イ．事故等に関する診療録や看護記録等への記載が正確かつ十分なされていることの確認を行う

とともに、必要な指導を行うこと。 

ウ．患者や家族への説明など事故発生時の対応状況について確認を行うとともに、必要な指導を

行うこと。 

 エ．事故等の原因究明が適切に実施されていることを確認するとともに、必要な指導を行うこ 

と。 

オ．医療安全に係る連絡調整に関すること。 

 カ．高難度新規医療技術導入及び未承認新規医薬品等の使用の適否を決定する担当部門としての  

   役割を担う。 

キ．その他医療安全対策の推進に関すること。 

２．医療安全管理委員会で決定した方針に基づく業務 

 ア．医療安全カンファレンスで用いられる資料及び議事録の作成と保管、その他医療安全カンフ

ァレンスの庶務に関すること。 

 イ．医療安全管理部小委員会で用いられる資料及び議事録の作成と保管、その他医療安全管理部

小委員会の庶務に関すること。 

 ウ．セーフティマネジャー会で用いられる資料及び議事録の作成と保管、その他セーフティマネ

ジャー会の庶務に関すること。 

エ．事例検討会で用いられる資料及び議事録の作成と保管、その他事例検討会の庶務に関するこ 

と。 

オ．患者および家族からのご意見・ご要望相談（医療紛争を除く）の対応に関すること。 

 カ．相談内容に応じた関係部署及び関係機関との連絡調整に関すること。 

 キ．その他医療安全管理部長が必要と認めた業務に関すること 

・H28 年 4月から毎月手術時の血栓予防策実施状況、インフォームドコンセントの実施状況、輸血時

の PDA 認証状況等についてモニタリングを行い、診療状況の把握に努めている。 



 
 
 

 

・院内ラウンドを毎月実施し、職員の医療安全に関する意識を把握し、意識向上のための方策を検 

討している。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 0 件）、及び許可件数（ 0件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ） 

・活動の主な内容： 

１．診療科の長から高難度新規医療技術の提供の適否について申請を受理したときは、申請の内容

を確認するとともに、高難度新規医療技術評価委員会に対し、当該高難度新規医療技術の提供の

適否、実施を認める条件等について意見を求める。 

２．評価委員会の意見を踏まえ、当該高難度新規医療技術の提供の適否等を決定し、申請を行った 

 診療科の長に対し、その結果を適否結果通知書により通知する。 

３．当該高難度新規医療技術が適正な手続きに基づいて提供されているかについて、定期的及び術

後の患者が死亡した場合、その他必要と認められるときは、診療録等の記載内容を確認する。 

４．高難度新規医療技術の提供が適正な手続きに基づいていたかについて、医療提供者の遵守状況

の確認を行う。 

５．高難度新規医療技術の提供の適否等について決定したとき、及び医療提供者の遵守状況につい

て確認したときは、その内容を病院長に報告する。 

６．高難度新規医療技術提供の評価に関する資料、議事録及び遵守状況確認記録は確認の日から５

年間保存する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 0 件）、及び許可件数（ 0 件） 



 
 
 

 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

１．担当部門の長は、診療部長から未承認新規医薬品等の使用の申請があったときは、当該申請の

内容を確認するとともに、未承認新規医薬品等評価委員会に対し、当該未承認新規医薬品等の使

用の適否、使用条件等について意見を求める。 

２．担当部門の長は、委員会の意見を踏まえ、未承認新規医薬品等の使用の適否、使用条件等につ

いて決定し、申請のあった診療部長に対しその結果を通知する。 

３．未承認新規医薬品等が適正な手続きに基づいて提供されているかについて、定期的及び術後の

患者が死亡した場合、その他必要と認める場合には診療録の記載内容を確認する。 

４．未承認新規医薬品等が適正な手続きに基づいて提供されていたかについて、従業者の遵守状況

の確認を行う。 

５．未承認新規医薬品等の提供の適否等について決定した場合及び従業者の遵守状況について確認

した場合は、その内容を病院長に報告する。 

６．未承認新規医薬品等の評価に関する審査資料、議事録及び遵守状況確認記録は、確認の日から 5

年間保存しなければならない。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 211 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 72 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

診療科に対して、全死亡事例について「死亡・死産事例報告書」の医療安全管理部への提出を義 

務付けている。また、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものとして特定機 

能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したときは、特異事例として当該事象の発生の事 

実及び発生前の状況に関して速やかな報告を求めている。 



 
 
 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：東邦大学医療センター大森病院、がん研有明病

院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：東邦大学医療センター大森病院、がん

研有明病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

訪問側の所見及び受入れ側の改善策を記載した相互ラウンド実施報告書を作成し、相互に内容を

確認している。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

当該部署及び医療安全管理部で対応する。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

別紙参照。 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

【管理者】 

  日本病院会「医療安全管理者養成講習会」 

【医療安全管理責任者】 

 該当なし   

【医薬品安全管理責任者】 

令和 3年度医薬品安全管理責任者等講習会 

 

【医療機器安全管理責任者】 

該当なし 

（注）前年度の実績を記載すること 



 
 
 

 
 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

 公益財団法人日本医療機能評価機構「病院機能評価(3rdG;Ver.2.0) 

 令和 2年 2月 7 日、認定継続 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 福岡大学病院ホームページで公表 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

 公益財団法人日本医療機能評価機構への中間報告書提出 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



＊ 講師の都合により、日程・内容等が変更になる場合があります。事前にご確認をお願いします。

＊ 会場での講演は事前申込みが必要です。申込み用紙は、セミナー開催日の１ヶ月前に部署に配布いたします。

予定日
On line視聴期間

時間
対象
定員

単位 テーマ予定 場所

第1回
4月22日（木）
～5月6日（木）

60分 全職員
安全
感染

　安全　「医療安全2021」
　　　　　　講師：藤田昌樹（医療安全管理部長）
　感染　「感染制御2021」
　　　　　　講師：高田徹（感染制御部長）
　　　　　　　　　 橋本丈代（感染対策担当管理者）

On
Demand

第2回
6月29日（火）

～7月12日（月）
30分 全職員 安全

　安全　「診療用放射線の安全使用のための研修」
　　　　　　講師：長町茂樹（医療放射線安全管理責任者）
　　　　　　＊放射線診療従事者受講必須研修

On
Demand

第3回
8月17日(火）

～8月31日(火)
30分 全職員 安全

　安全　「患者誤認防止～患者確認の徹底～」
　　　　　　講師：鷲山厚司（医療安全管理部　医療安全管理者）

On
Demand

第4回
9月7日（火）～
9月21日（火）

60分 全職員 安全

　安全　「全職員で取り組む転倒・転落予防策」
　　　　　　講師：医療安全小委員会
　　　　　　　　　　転倒・転落予防ワーキンググループ
　
　　　　　「気管切開と気道の管理 ～事例から学ぶ危機回避～」
　　　　　　講師：白石武史（医療安全管理部副部長・臓器移植医療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター長）

On
Demand

第5回 9月29日（水） 17:00～18:00 全職員 安全

　
　安全　「裁判から学ぶ医療安全」
　　　　　　講師：三ツ角直正弁護士（三ツ角法律事務所所長）

福大
メディカル

ホール

第6回
11月5日（金）～
11月18日（木）

60分 全職員 感染

　感染　「ワンヘルス　～人と動物の感染症～」
　　　　　　講師：戸川 温（感染制御部　准教授）
　　　　　「抗菌薬は必要？それとも不要？ ～急性気道感染症～」
　　　　　　講師：塩塚昭一（感染制御部　薬剤師）

On
Demand

第7回 11月12日（金） 17:00～17：30 全職員 安全
　安全　『当院で発生した輸血事故
　　　　　 ～「分かっていた筈、なのに起きた！」をどう再発防止するか～ 』
　　　　　講師：熊川みどり（輸血部　部長）

福大
メディカル

ホール

第8回
12月3日（金）～
12月16日（木）

30分 全職員 安全
　安全　「安全な薬剤管理」
　　　　　講師：川原義弘(医薬品安全管理責任者　副薬剤師長)

On
Demand

第9回 12月14日（火） 17:00～18:00 全職員 感染
　感染　「今後の医療における感染症対策の課題」
　　　　　講師：大毛宏喜先生（広島大学病院感染症科 教授）

福大
メディカル

ホール

全職員

　　

2021年度 医療安全教育

医療安全教育　再視聴期間

2022年
2月7日（月）～2月25日（金）　予定

第1回～第9回 医療安全教育On Demand視聴



＊ 講師の都合により、日程・内容等が変更になる場合があります。事前にご確認をお願いします。

＊ 事前申込みが必要です。申込み用紙は、セミナー開催日の１ヶ月前に部署に配布いたします。

予定日 時間
対象
定員

単位 テーマ予定 場所

第1回
5月25日

（火）
17:30～18:30

全職員
20名

安全
　「救急蘇生法　～急変時対応／AED演習～」
　　講師：救命救急センター医師
　　　　　　救急看護認定看護師　集中ケア認定看護師

本館
3階北

第2回
6月24日

（木）
17:30～18:30

医師
15名

安全
　「CVCエコーガイド下穿刺ハンズオン」
　　講師：麻酔科医師

本館
3階北

第3回
7月29日

（木）
17:30～18:30

全職員
20名

安全
　「救急蘇生法　～急変時対応／AED演習～」
　　講師：救命救急センター医師
　　　　　　救急看護認定看護師　集中ケア認定看護師

本館
3階北

第4回
8月30日

（月）
17:30～18:30

全職員
20名

安全
　「救急蘇生法　～急変時対応／AED演習～」
　　講師：救命救急センター医師
　　　　　　救急看護認定看護師　集中ケア認定看護師

本館
3階北

第5回
9月30日

（木）
17:30～18:30

全職員
20名

安全
　「救急蘇生法　～急変時対応／AED演習～」
　　講師：救命救急センター医師
　　　　　　救急看護認定看護師　集中ケア認定看護師

本館
3階北

第6回
10月7日

（木）
17:30～18:30

全職員
15名

安全
　「CVCエコーガイド下穿刺ハンズオン」
　　講師：麻酔科医師

本館
3階北

第7回
11月9日

（火）
17:30～18:30

医師
看護師
20名

安全
　「安全な輸血療法 　～輸血投与実践演習～」
    講師：輸血責任医師　学会認定臨床輸血看護師

新館
多目的室

第8回
11月26日

（金）
17:30～18:30

全職員
20名

安全
　「救急蘇生法　～急変時対応／AED演習～」
　　講師：救命救急センター医師
　　　　　　救急看護認定看護師　集中ケア認定看護師

本館
3階北

第9回
12月20日

（月）
17:30～18:30

全職員
20名

安全
　「救急蘇生法　～急変時対応／AED演習～」
　　講師：救命救急センター医師
　　　　　　救急看護認定看護師　集中ケア認定看護師

本館
3階北

第10回
1月25日

（火）
17:30～18:30

全職員
20名

安全
　「救急蘇生法　～急変時対応／AED演習～」
　　講師：救命救急センター医師
　　　　　　救急看護認定看護師　集中ケア認定看護師

本館
3階北

第11回
2月17日

（木）
17:30～18:30

医師
15名

安全
　「CVCエコーガイド下穿刺ハンズオン」
　　講師：麻酔科医師

本館
3階北

　　安全の医療安全研修 「１単位」 として認定されます。

　　

2021年度 医療安全実践セミナー

　　                                                                                                     主催　：　医療安全管理部



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

福岡大学病院長選考規程（平成３１年１月制定、４月施行） 

福岡大学病院長候補者選考会議規程（平成３１年１月制定、４月施行） 

福岡大学病院長候補者選考実施細則（平成３１年１月制定、４月施行） 

福岡大学病院長に求められる資質・能力について（選考基準） 

医療法第十六条の三第１項各号に掲げる事項の実施その他の特定機能病院の管

理及び運営に関する業務の遂行に関し必要な能力及び経験を有する者。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   福岡大学病院公式ＨＰにて公表を行い、公募している。 

 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 
   福岡大学病院公式ＨＰにて公表を行い、公募している。 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 特別の関

係 

田中  守 副学長 〇 福岡大学病院長候補者選考会議

規程による。以下同様 

有 

小玉 正太 福岡大学医学部長   有 

山縣  浩 福岡大学人文学部長   有 

森山 茂章 福岡大学工学部長   有 

松永  彰 福岡大学医学研究科長   有 

岩﨑 昭憲 福岡大学病院長   有 

岳  弘司 福岡大学病院事務長   有 

中川 朋子 福岡大学病院看護部長   有 

藤田 昌樹 

長谷川 傑 

鍋島 茂樹 

福岡大学病院診療部長

会のうちから互選によ

り選出された教授３名 

  有 



荒瀬 泰子 

北園 孝成 

水田 祥代 

外部有識者 

九州大学医学研究院長 

福岡学園理事長 

（学長が委嘱する学外

有識者３名） 

  無 

 
  



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

福岡大学病院診療部長会 

（１）病院の診療、教育及び研究に関する事項 

（２）病院運営に関する事項 

（３）その他病院長が必要と認めた事項 

 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

医局等、部署単位で所属長から回覧等により周知されている。 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

岩﨑 昭憲 〇 医師 病院長 

長谷川 傑  医師 副病院長 

藤田 昌樹  医師 副病院長 

和田 秀一  医師 副病院長 

小川 正浩  医師 副病院長 

甲斐 純美  看護師 副病院長 

川野  耕  事務職員 事務長 

高松  泰  医師 腫瘍・血液・感染症内科部長 

川浪 大治  医師 内分泌・糖尿病内科部長 

    岩﨑 昭憲（兼務）  医師 循環器内科部長 

平井 郁仁  医師 消化器内科部長 

升谷 耕介  医師 腎臓・膠原病内科部長 

    藤田 昌樹（兼務）  医師 呼吸器内科部長 

坪井 義夫  医師 脳神経内科部長 

川嵜 弘詔  医師 精神神経科部長 

永光信一郎  医師 小児科部長 

    長谷川 傑（兼務）  医師 消化器外科部長 



佐藤 寿彦  医師 呼吸器・乳腺内分泌・小児外科部長 

山本 卓明  医師 整形外科部長 

高木 誠司  医師 形成外科部長 

安部  洋  医師 脳神経外科部長 

    和田 秀一（兼務）  医師 心臓血管外科部長 

今福 信一  医師 皮膚科部長 

羽賀 宜博  医師 腎泌尿器外科部長 

宮本 新吾  医師 産婦人科部長 

内尾 英一  医師 眼科部長 

坂田 俊文  医師 耳鼻咽喉科部長 

吉満 研吾  医師 放射線科部長 

秋吉浩三郎  医師 麻酔科部長 

近藤 誠二  医師 歯科口腔外科部長 

濵﨑  慎  医師 病理部長 

    小川 正浩（兼務）  医師 臨床検査部長 

    平井 郁仁（兼務）  医師 内視鏡部長 

熊川みどり  医師 輸血部長 

    吉満 研吾（兼務）  医師 放射線部第一部長 

長町 茂樹  医師 放射線部第二部長 

    秋吉浩三郎（兼務）  医師 手術部長 

廣瀬龍一郎  医師 栄養部長 

鎌田  聡  医師 リハビリテーション部長 

    升谷 耕介（兼務）  医師 血液浄化療法センター長 

吉田陽一郎  医師 医療情報部長 

石倉 宏恭  医師 救命救急センター長 

    永光信一郎（兼務）  医師 総合周産期母子医療センター長 

    鍋島 茂樹（兼務）  医師 総合診療部長 

神村 英利  薬剤師 薬剤部長 

甲斐 純美  看護師 看護部長 
 
 
  



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 
 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
 
   福岡大学病院長職務権限規程 
 
 
 
 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 
   施設長である病院長をトップとし、副病院長と事務長とともに執行部を結成している。 
   執行部で執り行われる病院経営戦略会議では事業計画が立案される。 
   立案された事業計画は、それぞれの関連委員会にて審議され、その後、病院の最高意思決定機 
   関である診療部長会にて審議の上、承認される。承認された事業は関連部署にて実施される。 
   診療科ならびに診療各部、看護部、事務部は、病院の基本理念を理解し、執行部の運営方針に 
   協力する。 
   実施の結果はそれぞれの関連委員会委員長によって診療部長会にて報告される。 
 
 
 
 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
 
   岩﨑病院長 ：令和3年度特定機能病院管理者研修 
          病院経営管理者研修会（日本病院会主催） 
          医師の働き方改革セミナー（全国医学部長病院長会議主催） 

医師の働き方改革に関するセミナー（日本病院会主催） 
 

 
 
  



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

１．監査対象期間の医療安全管理者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者の業務実績

についてヒアリングと記録を用いて監査する。 

２．医療安全管理部門の各委員会、カンファレンス、活動内容について当事者からのヒアリングと議

事録及び実施記録を用いて監査する。 

３．必要に応じ、病院長及び開設者に対し、医療に係る安全について是正措置を講ずるよう意見を表

明する。 

４．管理者は業務結果について病院ホームページに公表する。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

・病院ホームページ 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

古賀 和徳 産業医科大学病院 ○ 
医療に係る安全管理に

関する識見を有する者 

有・無 
   1 

深川 直美    〃  〃 有・無    1 

中村 圭佑    〃  〃 有・無    1 

坪井 義夫 福岡大学病院  院内監査委員 有・無    1 

林 覚竜 南蔵院  
医療を受ける者その他

の医療従事者以外の者 
有・無    2 

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
   内部監査室 平成18年4月1日設置 
 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
 

 

 
  



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
   理事会 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年7回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年6 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：理事会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

理事会に同じ   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 2 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

福岡大学病院安全管理マニュアル、電子カルテインフォメーション、医療安全ポケット 

マニュアルに記載している。 

 

 



 (様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

情報発信の方法、内容等の概要 
近隣の地域に対する情報発信として、各種セミナーを開催している。 
 １つ目は、医療連携の促進・強化を目的として、福岡市医師会及び城南区医師会との共催で行
う「福岡大学病院メディカルセミナー」と糸島医療圏の医療関係者を対象とした「糸島医師会・
福大病院 地域連携学術講演会」である。これらのセミナーは、各診療科の診療技術や研究内容
、病院として取り組んでいる医療体制等について、当院の医師が講演やパネルディスカッション
を行うもので年4回開催している。令和3年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の収束が予測で
きないことから「福岡大学病院メディカルセミナー」・「糸島医師会・福大病院 地域連携学術
講演会」共に WEB形式で各2回開催した。 
 ２つ目は、地域の一般市民を対象とした「学んで予防！《福大病院 健康セミナー》」である
。 
このセミナーは、城南区医師会及び早良区医師会、さらには城南区役所、城南保健所、城南区の
各自治協議会・各公民館及び早良区役所、早良区保健福祉センター、早良区の各公民館に協力い
ただき、地域の方が知りたいと思っている「健康や病気の予防」をテーマに、当院の医師と城南
区医師会推薦の医師との協同で2ヶ月に１回程度開催しており、各回200～300名の地域住民の参加
がある。しかしながら、令和3年度も新型コロナウイルス感染症拡大の収束は予測できないことか
らYouTube配信で4回開催した。 
 ３つ目は、地域がん診療拠点病院として、がん患者やそのご家族、そして一般市民を対象に「
福岡大学病院がんセミナー」を開催している。このセミナーは、がん治療の最前線の情報や各種
がんの診療・治療・手術等の診療技術に関すること、また、がん治療中の薬物療法や食事療法、
治療中の社会生活に関することなど、がんについてあらゆる知識や情報を発信している。当セミ
ナーも上記のセミナー・講演会と同様に、新型コロナウイルス感染症拡大の収束が予測できない
ことからYouTube配信で4回開催した。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

 

 2科以上の診療科がセンターとして外来診療を行っている。 

 「腎・泌尿器・膠原病センター」→腎臓・膠原病内科、腎泌尿器外科 

 「消化器センター」→消化器内科、消化器外科 

 「呼吸器センター」→呼吸器内科、呼吸器・乳腺内分泌・小児外科 

 「女性診療センター」→産婦人科、呼吸器・乳腺内分泌・小児外科 

 「皮膚科・形成外科・美容医療センター」→形成外科、皮膚科 

 「ハートセンター」→循環器内科、心臓血管外科 

 「小児医療センター」→小児科、小児外科 

 「認知症疾患医療センター」→精神神経科、脳神経内科 

 


